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国際 P2M 学会誌の電子化について 
千葉工業大学 社会システム科学部 プロジェクトマネジメント学科 田隈 広紀 

 
1． 電子化の経緯と当記事の目的 
すでにお気づきの通り、当学会が発刊し

ている有審査論文誌「国際 P2M 学会誌」は、

Vol.11, No.1 より「J-STAGE」を利用した電

子公開に切り替えさせて頂きました。 
URL：https://www.jstage.jst.go.jp/browse/iappmjour/-char/ja/ 

 
図 1 国際 P2M 学会誌の J-STAGE サイト[1] 
 
これまで論文誌・予稿集の公開に利用し

ていた CiNii（サイニー）が 2016 年 3 月末

より新規記事掲載の受付を停止したことを

うけ、過去に発刊した記事（バックナンバ

ー）も順次 J-STAGE へデータ移行させて頂

く予定です。 
さて本件につきましては 2015 年度年次総

会でご承認頂いた「デジタル化の推進」の

一環として取り組んでおりますが、実際の

ところ冊子が配布されなくなったことで、

ご不便を感じている方もいらっしゃると考

えます。よって本記事では J-STAGE という

プラットフォームで記事が公開する主なメ

リットを紹介させて頂きたいと思います。 
 
2． J-STAGE による電子化のメリット 
ご案内の方も多いことと思いますが、ま

ず J-STAGE を紹介させて頂きます。J-STAGE
は国内の電子ジャーナルの発行・公開を支

援する Web システムです。このシステムに

掲載された記事は、図 2 のように海外の様々

な電子ジャーナルサイト上の記事と相互リ

ンクされ、各記事の引用・被引用の関係が

図 3 のように示されるようになります。 

 
図 2 J-STAGE と連携している電子ジャー

ナルサイト[2] 
 

 
図 3  J-STAGE 内の記事の情報タブ 

 
図 3 の「被引用文献」のタブは他の記事

から引用されることで表示されるため、こ

のメリットを感じて頂くにはもう少々時間

がかかりますが、研究者にとってご自身の

研究論文が幅広く公開され、かつ誰に・ど

のように引用されているかを把握できるこ

とは、非常に有益と存じます。先日当雑誌

の 11 月分のアクセス統計データを入手しま

したが、11 月 11 日に公開してからたったの

20 日間で、アクセス数が 596 件、PDF ダウ

ンロード数（ダウンロードページが表示さ

れた件数）が 343 件も計上されていました。

下記が特に件数が多かった国です。 
1) 日本国内 
 ① アクセス数：169 件 
② PDF ダウンロード数：230 件 

2) アメリカ 
 ① アクセス数：214 件 
 ② PDF ダウンロード数：55 件 
3) 中国 
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 ① アクセス数：124 件 
 ② PDF ダウンロード数：28 件 
 その他、ドイツ、オーストラリア、フラ

ンス、インド、フィリピン等の国々から複

数のアクセスが計上されておりました。 
またサイト内の検索機能や上記の引用・

被引用のリンクを辿ることで、関連研究の

調査も効率化されることと思います。図 4
は当学会誌内の詳細検索画面です。サイト

内の右上にある「詳細検索」のリンクから

利用でき、細かな検索条件を設定できます。 
 

 
図 4  J-STAGE の資料内検索の画面 

 
 さらに記事の閲覧は、PC はもちろんスマ

ートフォンや Kindle 等のタブレットからも

可能です。公開後半年以内の記事本文のダ

ウンロードには、先日メールでご案内した

学会共通の購読者 ID・パスワードが必要で

すが、一度認証してあればブラウザの機能

にて入力を省略できると思われます（ただ

し年度末にパスワードを更新させて頂きま

すのでご了承ください）。「目次」等の共通

記事はオープンアクセス（誰でも閲覧でき

る状態）のため、例えば学術業績の審査の

際に、非会員の審査員の方が論文掲載をチ

ェックすることも可能です。記事本文のダ

ウンロードも、公開日より半年後に全てオ

ープンアクセス化されます。ダウンロード

した PDF は、印刷はもちろんテキストのコ

ピー＆ペーストも可能なため、論文ご執筆

の際のお手間や引用ミスも軽減できると考

えます。これも当然ですが、記事の「改変」

は PDF 編集ソフトを用いてもできないよう

セキュリティの設定をしてあります。 
 
3． 今後の展望とお願い 
今回は論文誌の電子化に合わせてメリッ

トを紹介させて頂きましたが、ゆくゆくは

海外の研究者から P2M の有効性が認知され、

著名雑誌から被引用を受け、インパクトフ

ァクター等の評価値が付与されるような将

来像を描いております。もちろんこれには

他に様々な施策が必要で、決して一足飛び

に実現できるものではありませんが、今回

の J-STAGE による電子化はその足掛かりと

なり得ます。移行期ということもあり、種々

のご不便をおかけすることもあるかと存じ

ますが、それらを可能な限り受け止め、編

集委員内で改善策を講じたうえで、この

P2M マガジン等を通して発信させて頂きた

いと存じます。今後とも是非当学会の刊行

物にご注目頂き、かつ積極的なご投稿をお

願い申し上げる次第です。 
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